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|,象まりゆく秋の日〃
紋の郷文化祭りふれあい広場 開催

知

治

― ¬

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
八

・
十
九
日
、
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
の
も
と
、
萩
の
郷
文
化
祭
り
と
ふ
れ
あ
い

広
場
が
、
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
に
は
、
歴
史
的
物
品
、
古
文
書
、
写
真
や
絵

・
盆

栽

・
陶
芸
等
が
飾
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
吹
奏
楽

・
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
マ
ジ
ッ
ク
等
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
恒
例
の
抹
茶

の
接
待
も
大
変
好
評
で
し
た
。

又
、
喜
寿

・
米
寿

ｏ
卒
寿
以
上
の
、
長
い
間
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
百
五
十
二
名
の
方
の
表
彰
も
合
わ
せ
て
行
い
、
こ
れ

か
ら
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
、
心
か
ら
祈
念
し
、
お
祝

い
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
塩
沢
知
治
先
生
の
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
益
々

生
き
生
き
と
」
と
題
し
た
腹
話
術
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使

っ
て

の
お
話
を
お
聞
き
し
、
懐
か
し
さ
と
笑
い
声
で
会
場
が
あ
ふ
れ

か
え
り
ま
し
た
。

又
、
区
民
会
館
広
場
で
行

っ
た
消
防
団
と
子
供
達
の
ふ
れ
あ

い
広
場
も
、
今
年
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
行
い
、
例
年
に

も
ま
し
て
好
評
で
し
た
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
で
き
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場

で
し
た
。

先

生
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下

井

美
紀
男

で
先
ず
身
を
守

る
た
め
の
話
し

合
い
を
常
に
持

つ
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
防
災

訓
練
で
あ
り
ま
す
。
目
下
、

地
区
防
災
計
画
策
定
が
急
が

れ
て
い
ま
す
が
、
先
ず
自
助

で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
共
助
の

部
分
の
態
勢
づ
く
り
の
必
要

を
感
じ
ま
す
。

０
　
さ
て
次
に
区
報
を
通
じ

て
下
市
田
高
寿
会
の
皆
様
に

日
ご
ろ
の
奉
仕
活
動
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
各
地
区
の
老
人
会

が
当
番
制
で
区
民
会
館

・
神

社

・
公
園
な
ど
の
清
掃
作
業

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
と
り
わ
け
、
区
民

の
拠
り
所
区
民
会
館
の

外
回
り
の
植
栽
の
手
入

れ
や
、
草
む
し
り
な
ど
、

本
当
に
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

口
　
里
山
並
び
に
竹
林

整
備
に
つ
い
て
触
れ
ま

す
が
、
今
年
度
も
里
山

の
五
ｈ
ほ
ど
の
集
約
事

業
を
計
画
中
で
す
。
竹

林
整
備
に
つ
い
て
も
、

森
林
づ
く
り
支
援
事
業

で
宮
の
北
常
会
上
あ
た

り
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

０
　
今
年
の
総
合
防
災
訓
練

は
八
月
二
十

一
日
で
し
た
。

避
難
者
数
に
み
る
訓
練
参
加

者
は

一
五

一
五
人
で
し
た
。

区
民
の
皆
様
の
防
災
意
識
は

高
く
、
こ
の
夏
は
大
地
震
が

予
測
さ
れ
て
い
る
の
を
忘
れ

さ
せ
る
ほ
ど
に
局
地
的
な
集

中
豪
雨
が
南
木
曽
や
広
島
な

ど
に
あ
り
、
土
砂
災
害
や
洪

水
の
怖
さ
を
見
せ
ら
れ
た
夏

で
し
た
。
と
こ
ろ
で
防
災

・

減
災
を
考
え
る
と
き
、
自
分

達
の
地
域
や
立
地
を
よ
く
知

り
、
起
こ
り
う
る
災
害
を
想

定
し
な
が
ら
小
単
位
の
集
落

中
間
監
査
報
告

監
査
委
員
長
北
沢
義
弘

下
市
田
区
監
査
規
定
に
基

づ
き
、
去
る
十
月
二
十

一
日

に
区
関
係
の
上
半
期
会
計
の

中
間
監
査
を
執
行
部
の
立
会

い
の
も
と
に
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
区
関
係
の

一
般
会
計

・
特

別
会
計
を
精
査
い
た
し
ま
し

た
。
区
費
の
徴
収
状
況

・
諸

収
入
徴
収
状
況
等
、
支
出
面

一

に
お
い
て
は
、
各
科
目
の
支

払
い
内
容
及
び
金
額
に
つ
い

て
検
証
い
た
し
ま
し
た
。
正

確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
事
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

公
民
館

・
萩
山
神
社
の
上

半
期
の
決
算
報
告
書
の
内
容

を
検
証
し
た
結
果
、
支
払
い

内
容

・
金
額
が
正
確
に
処
理

さ
れ
て
い
る
事
を
認
め
ま
し

た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

△印減 (単位 円)

平成26年度下市田区一般会計中間決算報告書
(自 平成26年 4月 1日 ～至平成26年 9月 30日 )

決算収入額 21,006,688円 決算支出額 10,469,004円 差引残高 10,537,684円
【支出の部】【収入の部】

ヽ _

平成26年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成26年 4月 1日 ～至平成26年 9月 30日 )

決算収入額 2,399,969円 決算支出額 1,541,567円  差引残高 858,402円
【支出の部】

科   目 予 算 額 決 算 額

前期繰越金

区    費
町 支 出 金

財 産 収 入

地元負担金

消防義務金

諸 収 入 金

8,164,439

15,770,000

8,005,000

1,150,000

230,000

1,700,000

1,740,000

8,164,439

7,730,100

3,139,872

6,430

0

∠:ゝ  8,039,900

△  4,865,128

△  1,143,570

△    198,800

△    130,000

△  1,375,353

収 入 合計 36,759,439 21,006,688 △ 15,752,751

予 算 額 決 算 額 増  減
△  9,594,667

∠:ゝ  1,005,000

△   638,301

∠:ヽ  2,977,918

△  3,216,718

△  1,534,072

∠:ゝ  1,500,000

∠:ゝ  5,823,759

費

一費

一費

一費

一費

一費

一費

一
　

一
　

一
　

一
　

一
一
旧

一

一務
一木
一利
一災
一濤
一備

一　

一　

一　

一　

一民

一

総

一環
一林

一土

一水

一防

一公

一予 265,680

一生

務

一衛一境

費

3,809,333

830,000 191,699

3,923,000 945,082

5,732,000 2,515,282

2,776,000 1,241,928

3,000,000 1,500,000

6,089,439

|一

一

13,404,000

1.005,000

△ 26,290,435支 出合計 36,759,439 10,469,004

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

入

助

雑  収

金

入

512,577

3,000,000

520,000

1,000

512,577

1,500,000

381,300

6,092

0

△ 1,500,000

△   138,700

5,092

収 入 合 計 4,033,577 2,399,969 ∠:ゝ  1,633,608

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総

予 備

2,180,000

1,820,000

11,000

22,577

806,231

735,336

0

△  1,373,769

∠:ゝ  1,084,664

△    22,577

支 出合計 4,033,577 1,541,567 △ 2,492,010

△印減 (単位 円)【収入の部】
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31,200

1,570,000

364,647

|
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0 △    11,000
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実
施
。
親
子
が
実
験
と
工
作

一十
四
回
目
に
な
る
下
三
ふ
れ

学
び
知
る
喜
び
物
作
り
の
楽

一

し
み
を
皆
で
味
わ
い
ま
し
た

一

「
時

の
駅

に

て
」

松
田
分
館
長

（
一
区
）

五
月
二
十

一
日
将
来
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
目
標
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
保
育
園
児
か
ら
小

学
六
年
生
ま
で
の
参
加
に
よ

る
親
子
お
も
し
ろ
科
学
教
室

に
挑
み
科
学
の
面
白
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。
実
験
は
液
体

チ

ッ
ソ
に
よ
る
極
低
温
の
不

思
議
な
世
界
。
液
体
チ
ッ
ソ

に
浸
し
た
バ
ナ
ナ
が
金
槌
と

同
様
釘
を
打
ち
込
む
。
バ
ラ

の
花
が
子
供
の
手
で
簡
単
に

粉
々
と
な
る
な
ど
。
工
作
は

分
光
器
に
挑
み
光
屈
折
の
美

し
さ
を
実
感
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
保

護
者
の
愛
情
た
っ
ぶ
リ
カ
レ
ー

を
い
た
だ
き
終
り
ま
し
た
。

下
三
分
館
事
業

北
沢
分
館
長
（二
区
）

本
年
度
二
区
で
は
三
件
の

行
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

六
月

一
日
に
常
会
対
抗
の
一

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
行
い
約
七

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

七
月
十
二
日
は
今
年
で
二

あ
い
納
涼
祭
を
行
い
四
百
五

十
人
余
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
に
計
画
し
た

下
三
ふ
れ
あ
い
運
動
会
は
、

数
回
の
会
合
と
準
備
、
賞
品

を
用
意
し
ま
し
た
が
、
台
風

十
九
号
の
上
陸
が
予
想
さ
れ

中
止
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆

様
に
分
館
事
業

へ
参
加
頂
き

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

力

行

会

ふ
れ
あ
い
運
動
会

久
保
田
分
館
長
（三
区
）

十
月
十
二
日
高
森
南
小
学

校
に
於
い
て
総
勢
四
百
五
十

名
位
の
参
加
に
て
運
動
会
が

午
前
十
時
開
会
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
台
風
十
九
号
が
近

づ
き
心
配
さ
れ
る
中
、
実
行

委
員
及
び
常
会
長
さ
ん
の
協

力
を
頂
き
準
備
を
進
め
、
当

日
心
配
し
た
天
候
も
運
動
会

日
和
と
な
り
来
賓
各
位
の
参

席
に
よ
り
開
会
。
常
会
対
抗
、

水
入
れ
競
争
等
や
紅
白
対
抗

大
玉
送
り
競
争
等
に
選
手

へ

の
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ
、

有
志
参
加
の
園
児
以
下
の
宝

探
し
は
可
愛
く
微
笑
ま
し
い

競
技
で
し
た
。
パ
ン
食
い
、

一宝
釣
り
競
争
に
来
賓
者
も
参

一加
さ
れ
熱
き
競
争
が
続
き
、

一楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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摯

毎

ノ
、
菫

ふ
れ
あ
い
広
場

ミ
ニ
運
動
会

木
村
分
館
長

（四
区
）

九
月
二
十
八
日
、
下
四
ふ

れ
あ
い
広
場

●
ミ
ニ
運
動
会

が
区
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
稲
刈
り
で
忙
し

め
多
く
の
来
賓

の
皆
様
に
も

競
技
に
参
加
頂
き
、
熱
く
盛

大
な
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
紅
」
の
太
鼓
で
始
ま

っ
た
演

芸
会
。
漸
進
会
の
踊
り
、
子

供
達
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い

ダ
ン
ス
等
、
ア
ン
コ
ー
ル
も

あ
り
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

農
作
業
で
忙
し
い
な
か
、
ホ
ッ

ト
す
る

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

お

～

い
お

茶

だ

に

／

鈴
木
分
館
長

（五
区
）

六
月
に
二
十
九
日
に
、
恒

例
の
子
供
か
ら
年
齢
制
限
な

し
の
、
催
物
を
行
い
ま
し
た
。

今
、
特
殊
詐
欺
が
社
会
問
題

と
な

っ
て
い
る
現
在
、
高
森

し
ま
し
た
。
小
学
生
有
志
に

よ
る
創
作
人
形
劇
、
ミ

ュ
ー

ジ

ッ
ク
指
人
形
を
演
じ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
信
濃
の
国
な
ど

全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
昼
食

マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

大
島

分
館
長

（六
区
）

下
市
田
六
区
の
マ
レ

ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
親
水
公
園

マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

五
月
十
八
日
０
十
二
時
半
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
形
式
は
常
会
対
抗
戦

で
各
ユ昴
会
六
チ
ー
ム
（
一
チ
ー

ム
は
二
名
以
上
）
に
よ
る
常

会
毎
の
総
打
数
の
最
小
打
数

よ
り
順
位
を

つ
け
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
暑

い
位
の
中
熱
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
応
援
者
も
多
数
で
熱

心
に
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し

た
。

い
な
か
、
多
く
の
方

々
に
参

一町
駐
在
所
の
西
田
署
長
に
、

加
頂
き
ま
し
た
。
健
康
ス
ト

一電
話
の
言
葉
詐
欺
に
よ
る
対

レ
ッ
チ
で
始
ま

っ
た
ミ
ニ
運

一策
方
法
を
、
皆
真
剣
に
聞
い

動
会
。
子
供
も
大
人
も

一
緒

一
て
い
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
健

に
参
加
出
来
る
種
目
が
沢
山

一康
体
操
の
皆
さ
ん
の
指
導
の

あ
り
、
区
長

・
支
館
長
は
じ

一も
と
、
体
を
伸
び
伸
び
動
か

‐ |

は
、
お
い
な
い
よ
の
皆
さ
ん

一　
一二
時
頃
に
閉
会
と
な
り
、

の
、
ち
ら
し
寿
司
を
い
た
だ

一慰
労
会
が
各
常
会
毎
で
行
わ

い
て
、
お
～
い
お
茶
だ
に
／

一れ
、
大
会
以
上
の
盛
り
上
が

を
終
了
し
ま
し
た
。　
　
　
　
一り
と
な
り
ま
し
た
。
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ヽ

地域の輪 盛大に
去
る
七
月
二
十
六
日
に
萩

の
郷
祭
り
が
区
民
多
数
参
加

の
も
と
、
下
市
田
区
民
広
場

に
於
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
も
萩
の
郷
祭
り
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
、　
一
ヶ
月
以

上
前
か
ら
下
井
区
長

・
坂
牧

支
館
長
を
中
心
に
支
館
部
員

全
員
が

一
丸
と
な
り
、
計
画

準
備
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
私
た
ち
支
館
部

員
も
各
担
当
に
分
か
れ
、
責

任
者
指
示
の
も
と
、
朝
か
ら

汗
を
流
し
な
が
ら
準
備
を
行

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
と

昼
食
に
食

べ
た
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
味
は
格
別
で
し
た
。

午
後
に
な
り
、
本
部
席
の

テ
ン
ト
が
組
ま
れ
、
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー
の
各
青
年
会

・

や
ら
ま
い
会
の
皆
さ
ん
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
る
と
お
祭
り

の
雰
囲
気
も
ぐ

っ
と
盛
り
上

が

っ
て
き
ま
し
た
。
六
時
の

開
会
式
を
待
ち
き
れ
な
い
浴

衣

・
甚
平
を
着
た
子
供
達
を

は
じ
め
、
出
演
者

の
方
々
も

集
ま
り
は
じ
め
る
と
、
広
場

は
た
ち
ま
ち
い
っ
ぱ
い
に
な

り

ま

し

た
。

そ
し
て
午
後
五
時
半
、
紅

華
の
方
々
に
よ
る
軽
快
な
呼

び
込
み
太
鼓
が
鳴
り
響
く
と

同
時
に
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

が
開
店
し
ま
し
た
。

開
会
式
を
終
え
る
頃
に
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

大
勢
の
方
々
に
集
ま

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第

一
部
で

は
、
木
遣
保
存
会
の
方
に
よ

る
威
勢
の
良
い
木
遣
、
第
二

部
は
紅
華
の
皆
様
に
よ
る
迫

力
あ
る
太
鼓
演
奏
、
第
二

は
下
市
田
保
育
園

・
吉
田

原
保
育
園
の
園

の
愛
く
る
し
い

ン
ス
、
第
四
部

は
元
気

い
っ
ぱ

い
の
子
供

エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
第

五
部
は
高
森
音

頭
を
は
じ
め
各

自
治
会

の
皆
様

に
よ
る
素
晴
ら

し
い
踊
り
を
披

露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
第

六
部
で
は
育
成

会
に
よ
る
縄
文

の
火
お
こ
し
、

子
供
花
火
大
会

が
あ
り
、
色
と
り
ど
り
の
花

火
を
笑
顔
で
楽
し
む
親
子
の

ダ 児 河 部

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
全
員
で
納
涼
盆
踊

り
で
、
萩
の
郷
祭
り
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
萩
の
郷
祭
り
で
は
、

南
木
曽
町
の
豪
雨
災
害

へ
の

お
見
舞
い
募
金
を
行

っ
た
と

こ
ろ
、
多
数
の
方
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
こ
の
地
区
で
は

大
き
な
災
害
も
な
く
、
例
年

ど
お
り
萩
の
郷
祭
り
を
実
施

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

お
祭
り
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
松
原
記

ni｀1:lL饉‖l電≒

● )

_.“ ■́'■
‐

,         1■ !

0)精

●
_●

●゙0、
え
‐

」

ヽ

も

0●ハ)0

′
二
｀

ア   三、_

..0-″憲
●  
‐
:

●●.

‐・・̈‐・,,'″

′

｀
"■

,~「
′
‐

ttt r

:==ヽ4

,

0だ
TI

)

与 r

・  P(・ヽヽ .● `

●

.^●.

´ヽ

た

よ` ●

´

鍛
敗
敗
豪
恩
豪
黎

ご ご

_4)

員1幽
Cン

94

Ｌ
肝
．
‐

ｒ
　
Ｌ 」
F

〕

く

ヽ

■

_ . .‐  | ..、  ・ ´・ .¬ ・ ι‐

4'.′
■

.

甲

〆

フ

tt当

司

L

「

閉
|マ;】
1、 1   ・ 1':L‐J

L

Ｆ
ｎ

卜
蟄
Ｄ
■
■

″

`

颯ヽ

∠買

ｒ
　
　
゛

Ｆ
」

L腱聾d



(5)平成 26年 11月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 89号

力
作
展
示

文
化
祭
」Ｉ

//i4イ ング/42Z″

十
月
十
八

・
十
九
の
両
日
、

下
市
田
区
民
会
館
を
会
場
に

平
成
二
十
六
年
の
萩
の
郷
文

化
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
九
団
体
と
七

人
の
個
人
か
ら
出
品
さ

れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、

ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
出

か
け
い
た
だ
い
た
皆
様

も
沢
山
見
学
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
区
民
会
館
入

り
回
の

一
室
で
は
、
第

一
・
二
茶
道
ク
ラ
ブ
及

び
五
区
の

一
期
の
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
お
抹
茶

の
接
待
も
あ
り
、
朝
方

少
し
寒
か

っ
た
十
九
日

は
美
味
し
い
お
抹
茶
が

い
た
だ
け
、
身
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。

「
下
市
田
史
談
会
」
「
下

市
田
古
文
書
研
究
会
」
の

展
示
は
ボ
リ

ュ
ー
ム
も
あ

り
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
展
示
物
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
ら
れ
る

方
も
多
く
、
そ
の
内
容
の

充
実
感
が
伺
え
ま
す
。
萩

山
神
社
三
百
年
祭
の
北
島

新
平
先
生
の
絵
画
が
華
を

添
え
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
の
展
示
作
品
数
は

昨
年
よ
り
幾
分
減

っ
て
い
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

作
品
を
出
品
す
る
こ
と
は
、

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
も
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

う
こ
と
で
作
品
も
向
上
し
て

い
き
ま
す
。
「文
化
」
は
住
民

自
身
が
日
常
生
活
の
中
で
作

る
も
の
だ
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
発
表
の
場
が

だ
ん
だ
ん
縮
小
し
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
島
記

・
¬を

お
招
き
し
て
、
平
成
二
十

六
年
度

「
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
区
民
会
館
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
前
に
は
、
茶
道
ク
ラ

ブ
の
方
に
よ
り
お
茶
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
体
が
温
ま
る
お
も

て
な
し
を
頂
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ

れ
、
午
前
の
部
は

「
塩
沢
知

治
先
生
」
公
演

・
回
想
法

「
こ
れ
か
ら
の
人
生
益
々
生

平
成
二
十
六
年
度

下
市
田
文
化
祭
り

萩
の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場

祝
ご
長
寿

ふ
れ
あ
い
一広
場

十
月
十
九
日
、
秋
晴
れ
の

き
生
き
と
」
・
腹
話
術
が
あ

下
、
七
十
五
歳
以
上
の
皆
様

り
、
な
じ
み
の
あ
る
言
葉
で

楽
し
く
た
め
に
な
る
お
話

し
を
、
聞
く
事
が
出
来
ま

し
た
。
続
い
て
ご
長
寿
の

式
典
が
行
わ
れ
、
喜
寿

ｏ

米
寿

・
卒
寿
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

祝
宴

・
昼
食
と
な
り
、

午
後
の
部
の
舞
台
発
表
が

始
ま
り
ま
し
た
。
「
高
森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ
」
の
皆

さ
ん
で

「
あ
ま
ち

ゃ
ん

・

叙
情
歌
集

・
光
と
風
の
四

季

・
演
歌
メ
ド
レ
ー
」
な

ど
馴
染
み
深
い
曲
の
演
奏

に
会
場
は
手
拍
子
が
お
こ

り
ま
し
た
。
お
酒
と
お
腹

が
満
た
さ
れ
た
中

で

「
吉

川
副
区
長
」
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
手
さ
ば
き
で

楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

次

に

「
さ
く
ら
会
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
健
康
体
操
で

す
。
曲
に
合
わ
せ
て
手
踊

り
を

し
ま
し
た
。

次

に

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
」

ル
ア
ナ
の
皆
さ
ん
の
踊
り

で
す
。
静
か
な
曲

の
ダ
ン

ス
、

テ
ン
ポ

の
よ
い
曲
、

そ

し
て
曲

に
合
わ
せ
て
衣
装
も

替
わ
り
、

華
や
か
な
雰
囲
気

と
な
り
ま
し
た
。

祝
宴
の
最
後
は
、
参
加
者

全
員
で

「
も
み
じ

・
青
い
山

脈
」
を
合
唱
し
、
長
寿
の
皆

様
の
末
永
い
健
康
を
祈
念
し

な
が
ら
、
終
宴
と
な
り
ま
し

た
。
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非
常
食
の
試
食
、

消
防
車
と
の
写

真
撮
影
を
行
い

消
防
団
第

一
分
団
分
団
長

酒

井

晃

ま
し
た
。
日
頃
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年

出
来
な
い
事
を
体
験
し
て
も

も
下
市
田
区
の
皆
様
の
ご
協

ら
い
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
が

力
に
よ
り
、
消
防
ふ
れ
あ
い

消
防
に
対
し
て
の
意
識
を
少

広
場
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

し
で
も
高
め
ら
れ
る
よ
う
に

来
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
企
画
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
高
森
町
消
防
団

　

防
火
服
を
着
て
の
放
水
体

第

一
分
団
で
は

「
地
域
住
民

験
で
は
、
子
供
用
防
火
服
を

の
方
と
交
流
」
を
目
標
の

一　
着
て
も
ら
い
、
実
際
に
消
防

つ
に
あ
げ
て
お
り
、
多
く
の

団
で
扱

っ
て
い
る
ポ
ン
プ

・

方
と
交
流
を
深
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
の
内
容
と
し
て
は
、

防
火
服
を
着
て
放
水
体
験
、

消
防
車
乗
車
体
験
、
水
消
火

器
で
の
消
火
体
験
、
煙
体
験
、

一
区
の
紹
介

一
区
自
治
会
長

秋

田

金

一
区
の
状
況
に

つ
き
ま
し
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

一
区
の
人
口
は

千
六
百
五
十

一
人
、

世
帯
数
は
五
百
三

十
六
で
す
。
町
の
中
心
に
あ

り
、
公
共
施
設

・
学
校
等
集

中
し
て
い
ま
す
。
学
童
の
通

学
路
と
し
て
の
歩
道

・
防
犯

灯
の
設
置
が
安
全
の
た
め
に

必
要
で
す
。

一
区
の
事
業
と
し
ま
し
て

「
親
睦
」
「
融
和
」
を
基
本
に
、

春
は
子
供
さ
ん
を
中
心

に

「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」
を

夏
に
は
「ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」、

秋
に
は
全
町
運
動
会
の
な
い

1

筒
先

・
ホ
ー
ス
を
使
用
し
て

の
放
水
を
行
い
、
消
防
団
員

に
な
り
き

っ
た
子
供
達
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。
煙
体
験
は
、
煙
の
充
満

し
た
室
内
に
入

っ
て
も
ら
い
、

非
常
食
の
試
食
で
は

「
お
い

し
い
」
と
の
声
も
頂
き
ま
し

た
。
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、

有
事
の
際
の
体
験
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
大
勢
の
子
供
さ

ん
達
の
参
加
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
頂
き
、
楽

し
く
盛
大
に
行
う
事
が
出
来

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
と
な

り
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

委
員
会
活
動
報
告

環
境
衛
生
委
員
長
　
一九

二本

皆
様
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

環
境
衛
生
委
員
会
の
報
告
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
ず
委
員
の
活
動
と
し
て

毎
月

一
回
の
資
源
ゴ
ミ

●
埋

い
面
が
あ
り
ま
す
。
各
種
事

業
を
行
う
事
に
よ
り
親
睦
が

図
ら
れ
る
よ
う
楽
し
ん
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加

し
て
頂
け
る
企
画
を
練

っ
て

い
ま
す
。

七
月
の
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
優
勝
い
た
し

ま
し
た
。
過
去
は
勝

つ
事
が

普
通
で
し
た
が
、
近
年
町
の

大
会

で
は
良
い
成
績
を
収
め

て
い
ま
せ
ん
。
昔
の

一
区
が

帰

っ
て
き
ま
し
た
。

地
区
の
課
題
と
し
ま
し
て

「
ふ
れ
あ

い
会
館
」
の
土
地

買
収
が
ご
ざ
い
ま
す
。
町

ｏ

地
権
者
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
長
年
の
懸
案
の
実

施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

鴨
立
て
ゴ
ミ
の
回
収

秀
和
掛̈］沌姶か』州

間
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
様
か
ら
回
収

さ
せ
て
頂
い
た
ゴ
ミ
は
、
町

で
定
め
ら
れ
た
分
別
方
法
に

基
づ
き
分
別
し
ま
す
。

そ
の
他
に
、
五
月
と
十

一

月
の
年
二
回
行
わ
れ
ま
す
ゴ

ミ
ゼ

ロ
運
動
の
日
に
は
、
町

の
皆
様

に
朝
早
く
か
ら
集

ま

っ
て
頂
き
ゴ
ミ
を
拾

っ
て

町
を
き
れ
い
に
し
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
が
拾

っ

て
き
た
ゴ
ミ
は
、
缶
∵

ペ

ッ

ト
ボ
ト
ル

・
そ
の
他
ゴ
ミ
等

に
分
別
し
、
ゴ
ミ
の
量
、
そ

し
て
参
加
人
数
等
を
町

へ
報

告
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
月
に
は
有
害
ゴ

ミ
の
回
収
も
あ
り
、
乾
電
池
・

蛍
光
管

・
水
銀
等
に
分
別
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
が
町
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
ご
協
力
頂
き
、
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

町
の
環
境
係
の
方

へ
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
お
申
し

出
下
さ
い
。
今
後
と
も
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

年
に

「
芸
能
祭
」
を
、

又
年
二
回
高
齢
者
を
対

象
に
お
助
け
マ
ン
、
民

一　
生
委
員
の
方
々
の
協
力

を
得
て

「
一
区
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

近
年
家
を
新
し
く
建
て
て

入

っ
て
来
ら
れ
た
方
な
ど
で

人
口
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

大
き
な
区
に
な
る
と
隣
近
所

の
融
和
、
地
域
内
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く

■

ぷ姜篭壼″出、

‐嗜口
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に
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「三
年
目
の
被
災
地
を
訪
ね
て
」

ス
に
て
お
鍬

二
区

倉

沢

千
穂
子
　
な
り
た
い
思

い
に
駆
ら
れ
て
い
な
が
ら
果

た
せ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
三

年
を
経
て
偶
然
に
出
会

っ
た

方
の
お
誘
い
を
受
け
て
ご

一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
年
齢
層
も
居
住
地

も
異
な
り
、
そ
の
日
初
対
面

今
年
五
月
、
岩
手
・宮
城
・　
の
十
二
名
の
お
仲
間
と
共
に

福
島
を
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま

二
日
間
バ
ス
で
巡

っ
て
き
ま

れ
ま
し
た
。
震
災
直
後
、
す

し
た
。
現
地
で
は
未
だ
生
々

し
い
傷
跡
が
残
さ
れ
て

い
る
場
所
や
、
津
波
で

流
さ
れ
た
海
岸
沿
い
に

は
十
メ
ー
ト
ル
も
の
盛

ハワ
イ
ア
ン
ソ
ング
の
心
　
銹
を軸鶴

六
区
　
高

橋

直

美
　
そ
れ
に
伴
う
リ

高
森
町
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
の

グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
今
年
で

六
年
目

に
な
り
ま
す
。
「
フ

ラ
」
と
は

ハ
ワ
イ
語

で

「
踊

り
」
の
こ
と
。

フ
ラ
に
は
、

ズ
ム
や
音
楽
が
あ
り
ま
す
。

陽
気
に
腰
を
振

っ
て
踊

っ
て

る
だ
け
に
見
え
が
ち
で
す
が
、

フ
ラ
の
動
き
は
そ
の
歌
詞
の

内
容
や
意
味
を
表
現
す
る
手

話
中
心
の
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
な

の
で
す
。
そ
の
昔
、　
ハ
ワ
イ

を
含
む
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々

に
は
文
字
が
無
く
、
歴
史
上

の
大
切
な
事
柄
は
す
べ
て
祈

り
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
共

に
神
話
や
島
々
の
出
来
事
な

ど
も
歌
に
し
伝
え
た
の
で
す
。

日
本
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ハ

ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
特
徴
は
、

ハ
ワ
イ
語
の
歌
の
詞
に
は
隠

れ
た
意
味
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
で
す
。
自
然
の
情
景
を

歌

っ
た
詞
の
裏
に
恋
愛

・
哀

愁

・
尊
敬

・
祈
り
の
気
持
ち

が
隠
さ
れ
て
い
る
事
が
多
々

あ
り
ま
す
。
有
名
な

「
ア
ロ

ハ
オ
エ
」
に
も

ハ
ワ
イ
国
最

後
の
王
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ
女

王
の
ハ
ワ
イ
国
と
国
民

へ
の

一
■
■
■
■

り
土
を
す
る
た
め
の
巨
大
な

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
作
ら
れ
て

い
る
そ
の
光
景
は
ま
だ
ま
だ

復
興
と
は
名
ば
か
り
の
現
状

が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
に
お

い
て
は
時
間
が
止
ま

っ
て
い

る
の
か
と
思
わ
れ
る
ば
か
り

の
惨
状
で
し
た
。
三
年
前
の

映
像
が
記
憶
に
新
し
い
は
ず

な
の
に
、
私
の
日
々
の
中
で

は
確
実
に
薄
れ
て
来

つ
つ
あ

り
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
皆
さ

ん
が

「
こ
う
し
て
遠
く
か
ら

訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
る
だ
け

で
嬉
し
い
」
と
お

っ
し
ゃ
っ

た
言
葉
は
今
も
重
く
私
の
中

に
し
こ
り
の
よ
う
に
疼
い
て

い
ま
す
。

代
議
員
会
研
修
旅
行

一

九
月
四
日

・
五
日
に

「
朱

鷺
」
の
い
る
佐
渡
島

へ
行
き

ま
し
た
。
直
江
津
港
迄
バ
ス

で
直
行
し
、
乗
船
時
間
約
二

時
間
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
佐

渡
に
渡
り
ま
し
た
。
最
初
の

見
学
場
所
佐
渡
歴
史
伝
説
館

に
は
、
あ
の
有
名
な
ジ

ェ
ン

キ
ン
ス
さ
ん
が
こ
の
観
光
施

設
で
土
産
物
を
売

っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
に
来
て
か
ら
十

年
が
経
過
し
、
当
時
よ
り
体

愛
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、

ハ
ワ
イ
の
歌
を
心

に
感
じ
て
伝
統
文
化
で
あ
る

フ
ラ
を
大
切
に
し
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
も
大
分
増

え
て
健
康
状

態
は
良
好
と
の
事
で
し
た
。

次
に

「
真
野
御
陵
」
そ
し
て

「
佐
渡
の
金
山
」
を
見
学
し
、

本
日
の
宿
相
川
温
泉
に
無
事

到
着
し
ま
し
た
。
夜
の
宴
会

で
は
、
代
議
員
の
カ
ラ
オ
ケ

有
り
、
副
区
長
さ
ん
の
手
品

有
り
で
大
変
盛
り
上
が

っ
た

一
時
で
し
た
。

二
日
目
最
初
の
酒
蔵
見
学

で
は
、
酒
の
試
飲
で
少
し
気

分
が
良
く
な

っ
て
次
の
妙
宣

寺
に
向
か

っ
た
。
重
厚
な
五

日

赤

テ

ン

ト

寄

贈

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ

る

「
避
難
所
用
物
品
整
備
事

業
」
と
し

て
テ
ン
ト

一
張

（
三
方
幕
を
含
む
）
を
申
請

し
、
そ
の
決
定
を
受
け
て
過

日
調
達
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
「安
心

・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
～

安
心

・
安
全
の
暮
ら
し
を
区

民
と
と
も
に
つ
く
る
活
動
の

支
援
」
を
目
的
と
し
て
配
分

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
ざ

災
害
が
発
生
し
た
際
、
又
防

災
訓
練
等
に
有
効
に
活
用
し

て
、
大
切
に
使

っ
て
行
き
た

重
の
塔
と
、
趣
の
有
る
境
内

を
見
て
回
り
落
ち
着
い
た
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
最
後

の
見
学
場
所
は
、
野
生
で
は

居
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
朱

鷺
を
間
近
で
観
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
近
い
将
来
日
本
の

ど
こ
か
で
朱
鷺
の
飛
ぶ
姿
が

見
ら
れ
る
事
を
期
待
し
、
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

今
回
殆
ど
全
員
の
参
加
で
、

楽
し
く
無
事
に
旅
行
が
出
来

ま
し
た
事
、
幹
事
と
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

六
区

酒
井
博
之

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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最
後
の
大
会
　
　
　
　
　
知
つて“籠あ佛熱

中
三

佐
々
木
舞
歩

（五
区
）
す
よ
う
に
。
」
と

私
は
、
七
月
十
九
日
に
行

わ
れ
た

「
中
体
連
県
大
会
卓

球
競
技
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

バ
ス
に
乗

っ
て
行
く
途
中
に

宮
田
観
音
が
見
え
ま
し
た
。

大
会
に
行
く
と
き
は
必
ず
通

る
の
で
い
つ
も
拝
ん
で
大
会

や
試
合
に
行
き
ま
す
。

い
つ
も
は

「
二
回
は
絶
対

勝
て
ま
す
よ
う
に
」
な
ど
の

こ
と
を
拝
む
け
れ
ど
、
そ
の

日
は
県
大
会
と
い
う
大
き
な

舞
台
な
の
で

「
勝

っ
て
も
負

拝
み
ま
し
た
。

あ
と
で
み
ん
な
に

「
何
て

拝
ん
だ
の
？
」
と
聞
く
と
、

な
ん
と
み
ん
な
同
じ
よ
う
な

意
味
の
こ
と
を
拝
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、

や

っ
ぱ
り
み
ん

な

の
心
が
通
じ
合

っ
て
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
試
合
が
始
ま

っ

て
、
須
坂
東
と
三
対

一
で
負

け
。
次
の
浅
間
中
と
は
三
対

一
で
勝
ち
。
次
の
鎌
田
中
は

三
対
二
で
負
け
て
し
ま
い
ま

初

勝

利

小
大

山
崎
樹
香

宮
嶋
朱
夏

わたしの作文

ぼくの作文

十
月
四
日
に
小
学
校
で
最

後
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
で
、
特
に
よ

け
て
い
ま
し
た
。
運
動

会
前
日
に
は
、
白
組
全
員
で

作
戦
を
た
て
ま
し
た
。
運
動

会
当
日
、　
一
回
戦
目
で
は
、

み
ん
な
作
戦
通
り
に
動
い
て
、

い
く

つ
も
の
ぼ
う
し
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
白
組
は

赤
組
に
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か

っ

た
で
す
。

二
回
戦
目
は
、
大
将
戦
で
、

大
将
の
ぼ
う
し
を
と
っ
た
チ
ー

ム
が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
で

し
た
。
二
回
戦
目
が
始
ま
る

Ａ
躍
讐
嗜Ｌ■

し

た
。
リ
ー
グ
敗
退
で
私
の
中
学

校
生
活
最
後
の
部
活
が
終
わ

り
ま
し
た
。

試
合
が
終
わ

っ
た
直
後
は

終
わ

っ
た
と
い
う
実
感
が
な

か

っ
た
け
ど
、
相
手
チ
ー
ム

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
と

き
、
涙
が
と
ま
ら
な
く
な

っ

た
。で
も
、
み
ん
な
は
笑

っ
て

い
た
。
観
音
様
に
拝
ん
だ
通

り
笑

っ
て
い
た
。

そ
の
後
も
暗
い
表
情
に
な

る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で

一

緒
に
い
た
。

か

っ
た
の
は
、
き
ば
戦

で
す
。
私
は
白
組
で
、

（四
区
）
練
習
で
は
、
自
組
が
負

で
も
涙
で
顔
は
び

っ
し
ょ

り
、
鼻
も
日
も
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
真

っ
赤
だ

っ
た
。

そ
ん
な
状
態
で
も
笑

っ
て

い
た
の
は
悔
い
が
な
か

っ
た

か
ら
、
こ
の
二
年
半
部
活
を

や
っ
て
こ
れ
た
嬉
し
さ
が
あ
っ

た
か
ら
、
日
標
だ

っ
た
県
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
と
思
う
。

と
に
か
く
こ
こ
ま
で
こ
れ

た
の
は
、
部
活
の
楽
し
さ
が

あ
り
、
後
輩
が
そ
ば
で
支
え

て
く
れ
た
か
ら
。
先
輩
が
部

活
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ

た
か
ら
。
親
が
支
え
て
く
れ

と
、　
一
回
戦
目
と
同
じ
作
戦

で
進
ん
で
い
き
、
み
ん
な
い
っ

き
に
大
将
を
せ
め
に
行
き
ま

し
た
。
大
将
を
守
る
き
ば
を

次
々
に
た
お
し
て
、
私
た
ち

の
き
ば
が
大
将
の
ぼ
う
し
を

と
り
ま
し
た
。
み
ん
な
ガ

ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
ま
し
た
。

初
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

こ
の
運
動
会
で
よ
か

っ
た

こ
と
は
も
う

一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
組
体
操
で
す
。

練
習
の
と
き
と
は
ち
が

っ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で

や

っ
た
の
で
、
す
ご
く
き
ん

ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
き
ん
ち
ょ
う
し

た
こ
と
が
三

つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、　
一
人
技
で
す
。

一
人
で
や
る
時
は
、
ま
ち
が

え
た
ら
す
ご
く
目
立

つ
の
で

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
私

は
練
習
の
時
移
動
し
な
い
所

で
、
ま
ち
が
え
て
移
動
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
タ
ワ
ー
で
す
。

土
台
の
人
の
上
に
、
二
人
立

っ

て
、
そ
の
上
に

一
人
立

つ
と

言
う
技
で
す
。
私
は
二
人
の

中
の

一
人
で
ち
ょ
っ
と
で
も

動
く
と
上
の
人
が
お
ち
て
し

ま
う
し
、
人
前
で
や
る
の
で
、

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

一一一̈一翻
一襲
一曖
一一記
赫
一

ヽ _

ヽ_

今
年
は
町
主
催
の
運
動
会

が
行
わ
れ
な
い
年
で
す
が
、

隔
年
、
各
自
治
会
に
お
い
て

独
自
に
運
動
会

・
演
芸
会
等

を
企
画
し
て
、
身
近
な
地
域

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
自
治
会

分
館
の

活
動
を

「
自
治
会
だ
よ
り
」

と
し
て
区
報
に
紹
介
し
ま
し

た
。
行
事
に
参
加
し
、
交
流

し
、　
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

（本
区
報

・
三
頁
参
照
）

三
つ
目
は
、
大
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
で
す
。
運
動
会
の
組
体
操

の
練
習
で
男
子
の
を
見
て
い

た
時
、
男
子
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

が
く
ず
れ
て
み
ん
な
痛
が

っ

て
い
た
の
で
、
私
は
土
台
の

一
つ
上
だ
か
ら
、
上
の
人
が

お
ち
て
き
た
ら
み
ん
な
が
け

が
を
し
て
し
ま
う
の
で
、
本

番
は
と
く
に
み
ん
な
き
ん
ち
ょ

う
す
る
の
で
く
ず
れ
そ
う
で

こ
わ
か

っ
た
で
す
。
で
も
、

き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
大
成

功
し
て
よ
か

っ
た
で
す
。

も
う
運
動
会
に
参
加
で
き

な
い
け
ど
、
六
年
間
の
中
で

最
高
に
楽
し
い
運
動
会
に
で

き
て
よ
か

っ
た
で
す
。

「ＦＥ
Ｄ

た
か
ら
。
先
生
や
コ
ー
チ
が

い
た
か
ら
。
仲
間
が
本
気
で

が
ん
ば

っ
て
く
れ
た
か
ら
、

自
分
も
本
気
に
な

っ
て
が
ん

ば
れ
た
。

何
度
も
辛
い
思
い
を
し
、

や
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
も

あ

っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
自
分

を
必
要
と
し
て
く
れ
る
仲
間

が
い
て
す
ご
く
う
れ
し
か

っ

た
。
も
う

一
緒
に
部
活
が
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

二
年
半
や

っ
て
こ
れ
て
楽
し

か

っ
た
。

と
て
も
辛
か

っ
た
こ
と
も
、

今
な
ら
い
い
思
い
出
で
す
。

【

ー

●

・

h由

●

″


